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	応用
	抗原情報
	背景
	ミトコンドリアATP合成酵素は、酸化的リン酸化反応中に内膜を横切るプロトンの電気化学的勾配を利用してATP合成を触媒します。この酵素は、可溶性の触媒コアであるF1と、プロトンチャネルを構成する膜貫通構成要素であるFoという、2つの連結した多サブユニット複合体で構成されています。ミトコンドリアATP合成酵素の触媒部分は、5つの異なるサブユニット（α、β、γ、δ、ε）から構成され、αサブユニット3個、βサブユニット3個、およびγサブユニット、δサブユニット、εサブユニットの代表的サブユニット1個という化学量論で組み立てられています。プロトンチャネルは、おそらく9つのサブユニット（α、β、γサブユニット、δサブユニット、εサブユニット）から構成されています。 ATP5J2（ATP合成酵素、H+輸送、ミトコンドリアFo複合体サブユニットF2）は、Fo複合体のfサブユニットをコードします。ATP5J2には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが同定されています。ATP5J2には複数の偽遺伝子が存在します。また、ATP5J2と下流のペンタトリコペプチドリピートドメイン1（PTCD1）遺伝子との間にも、自然発生的なリードスルー転写が存在します。プリンヌクレオチド代謝過程、プリンヌクレオチド生合成過程、ATP 生合成過程、イオン輸送、陽イオン輸送、水素輸送、ヌクレオシド三リン酸代謝過程、ヌクレオシド三リン酸生合成過程、プリンヌクレオシド三リン酸代謝過程、プリンヌクレオシド三リン酸生合成過程、プリンリボヌクレオチド代謝過程、プリンリボヌクレオチド生合成過程、ヌクレオチド生合成過程、リボヌクレオシド三リン酸代謝過程、リボヌクレオシド三リン酸生合成過程、プリンリボヌクレオシド三リン酸代謝過程、プリンリボヌクレオシド三リン酸生合成過程、リボヌクレオチド代謝過程、リボヌクレオチド生合成過程、一価無機陽イオン輸送、プロトン輸送、核酸塩基、ヌクレオシドおよびヌクレオチド生合成過程、核酸塩基、ヌクレオシド、ヌクレオチドおよび核酸生合成プロセス、窒素化合物の生合成プロセス、ATP代謝プロセス、
	研究分野
	酸化的リン酸化;
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における ATP5J2 抗体の免疫組織化学分析。

